
ズミは病原体の伝搬だけでなく、食害や排泄により豚舎設備に被害を
もたらします。特に冬場の豚舎内は外より暖かく、餌も豊富にあるため、

ネズミの楽園となります。ネズミは気温低下とともに豚舎内へ侵入するため、冬
を迎える前の今の時期からネズミ対策を行いましょう。   　     　　 養豚研究室

教えて!
中研

　鶏は鶏舎内の温度のほか、風によ
る体感温度の低下の刺激を受けま
す。例えば、風速1m/秒の風が鶏に
与える影響として、産卵期において
体感温度が３℃低下すると報告され
ています。風を与えることは、夏場の
暑熱対策において重要ですが、冬
場では逆に鶏にとって大きなストレ
スとなります。そのため、鶏舎内の温
度だけでなく、体感温度も考慮した
空調管理が必要となります。

　寒冷環境下では、鶏の心拍数が
増加し、呼吸数が低下するため、心
臓、循環器に対して負荷がかかりま
す。また、風速が0.2m/秒以上の時
はアドレナリンの分泌が活発になる
ことも報告されており、風速の程度

によっては鶏の生産性や抗病性に
とって、マイナスの効果が生じます。
更に体温を維持するために必要な
エネルギーが増加することで食下
量が増加し、それにともなって飼料
効率が悪化して、生産コストの増加
にもつながります。採卵鶏では、食下
量の増加による卵重の増加も問題
となり、3Lサイズ以上の卵の発生率
増加や、卵殻強度の低下にともなう
破卵率の増加が起こり、収益を悪化
させる要因となります。

　冬場は温度維持を重視するため
換気不良に陥りやすく、換気量に注
意が必要です。換気には①熱、湿度
の除去、②有毒ガスの除去、③ホコ
リの除去、④酸素の供給の４つの役
割があります。換気が不十分な場
合、採卵鶏では呼吸器や産卵への
悪影響、ブロイラーでは床湿りや発

表 1　採卵鶏 1羽あたり必要換気量（m3/h） 表 2　各種消毒薬の常温・低温下での除菌率

育阻害、循環器への負担増加によ
る腹水症などの発生にもつながるた
め、適切な換気（表１）を行うことが
求められます。

　消毒薬の種類によっては、冬場の
低温が原因で除菌効果が低下する
ことが確認されています（表２）。消
毒薬の効力は「温度」、「濃度」、
「作用時間」で決まるため、効力を
高めるためには、「温度を高める」、
「濃度を濃くする」、「作用時間をの
ばす」といった対処が必要になりま
す。
　特に近年は、高病原性鳥インフ
ルエンザ(HPAI)が猛威を振るって
おり、これらのポイントで対処が可
能な場合は改善を行い、より高い意
識で防疫を行う必要があります。
　このように、冬場の寒冷環境下な
らではの注意が必要な点が多々あ
ります。お困りの場合は、お近くの飼
料販売窓口にご相談いただければ
幸いです。

温度と風速の影響温度と風速の影響

      

寒冷環境下での鶏の
生理反応と生産性への影響
寒冷環境下での鶏の

生理反応と生産性への影響

鶏

教えて!
中研

　豚舎で見かけるネズミは主にドブ
ネズミ、クマネズミ、ハツカネズミの
３種類が知られています（表１）。
　ネズミ対策は、①侵入経路や隠
れ場所をなくす②モニタリング③毒
餌や罠の設置の流れで行います。
①豚舎の外からの侵入経路や
　隠れ場所をなくす
　豚舎内にネズミが侵入しないよう
に対策することが重要です。豚舎の
壁や天井裏の穴、扉下の隙間など
の侵入経路を塞ぎ、侵入可能な隙
間をなくしましょう。豚舎まわりは草
刈りを行い、ネズミが棲息しにくい
環境を作ることも大切です。また、豚
舎内外に放置された不要な物品は
ネズミの住み処となるため、こまめな
整理整頓を行い、ネズミが隠れる場
所をなくしましょう。
②豚舎内における
　ネズミのモニタリングを行う
　ネズミの種類によって行動範囲
は変わるため、適切な防除計画を
立てる上でモニタリングは非常に重

要です。
　表１、２を参考に豚舎内の見回りを
実施し、ラットサイン（糞などのネズミ
の痕跡）はないか確認します。特に冬
場、ネズミは暖かい天井裏を好むた
め、忘れずに点検をしましょう。モニタ
リングを行う際は、同時に清掃も実
施し、次回の点検時に糞などの新し
い痕跡を見逃さないように心がけま
しょう。ある農場では、半月に一度モ
ニタリングを行い、新たなネズミの痕
跡がないか確認します。ネズミを捕獲
した際は、種類や場所の情報共有を
行い、こまめに対策を講じることでネ
ズミの防除に成功している事例もあ
ります。非常に手間のかかる作業で
すが、自分たちでモニタリングするこ
とで防除費の削減だけでなく、農場
でのノウハウの蓄積にもなりますの
で、ぜひ取り組んでみてください。
③毒餌、捕獲罠を設置する
　モニタリングにより、豚舎内にネズ
ミがいると判明した場合、毒餌や捕
獲罠の設置が必要になります。毒餌
を使用する上で最も重要なことは、ネ
ズミに食べてもらうことです。農場ごと

にネズミの好みは異なるため、毒餌
の配合に工夫が必要ですが、一般
的に殺鼠剤と豚用飼料、お菓子、砂
糖、食用油などを混ぜて作ります。ネ
ズミは人のにおいを嫌うため、餌を
混ぜる際は手袋を着用しましょう。ア
ルミトレイの上に毒餌をまく、新聞紙
で毒餌を包む等の設置方法がありま
す。
　捕獲罠にも種類があり、中でも粘
着板は他の罠と比べ、準備や設置
が楽です。一方、ネズミをおびき寄せ
る罠ではないため、ネズミの通り道に
多く設置する必要があります。また、
ほこりや虫が付着すると捕獲できな
いため、汚れに応じて定期的に交換
しましょう。毒餌や捕獲罠は、②で確
認した場所に設置します（図１）。な
お、毒餌は豚にも中毒症状を引き起
こすため、豚が口にしない場所かど
うか注意して設置してください。

豚舎内におけるネズミ対策豚舎内におけるネズミ対策
ネ

豚

表 1　ネズミの種類と生態

表2　チェックシートの例　モニタリングの際に便利

｢コマーシャル鶏飼養管理ガイドジュリア（第９版）｣より引用 ｢畜産の研究｣(2015)、69巻5号、p.417-419より引用

ネズミの種類と棲息場所ネズミの種類と棲息場所
せいそく

幼虫

「冬場を迎えるにあたって」 「冬場を迎えるにあたって」

写真１ 人目のつかない隙間やネズミの
      　通り道に設置する

換　気換　気

消毒効果消毒効果

の寒さは、鶏舎環境及び鶏体に大きな影響を与える要因の１つであり、
対策が欠かせません。そこで今回は、寒い時期に注意すべき点につ

いて紹介します。　　　　　　　　　　　  　　  　　　   　養鶏研究室

冬

ドブネズミ 20～25㎝で大型
尾が体長よりも短い

下水やどぶなど水
の多い環境

平面的行動で上下移動はあまりしない。
屋内の低い場所で棲息。

クマネズミ 15～20㎝と中型
尾が体長よりも長い

天井裏、壁内など パイプ、柱を垂直に移動するなど
立体的行動が得意で性格は臆病。

ハツカネズミ 5㎝ほどと小型
尾が体長と同等か短い

豚舎内や、草地な
どの屋外

平面的行動で上下移動はあまりしない。
わずかな隙間で侵入でき、渇きに強い。

種類 体長 棲息場所 行動

チェック項目
ネズミの姿を見かける（昼間）
ネズミの姿を見かける（夜間）

鳴き声が聞こえる
走る音がする

ネズミの糞を見かける
足跡がある

身体をこすりつけた跡がある
かじり跡がある

備考豚舎

妊
娠
舎

〜

天井裏で
ネズミの
糞を発見

断熱材に
かじり跡

気温

30℃

20℃

10℃

０℃

－10℃

１週齢

2.0

1.4

0.8

0.6

0.5

３週齢

3.0

2.0

1.4

1.0

0.8

６週齢

4.0

3.0

2.0

1.5

1.2

12週齢

７～８

４～５

3.0

2.0

1.7

18週齢

10～11

６～７

４～５

3.0 

2.5

18週齢～

13～15

８～10

５～６

４～５

３～４

種類

過酢酸

塩素剤

アルデヒド

時間

10秒

30秒

10秒

30秒

10秒

30秒

常温下

>99％

>99.9％

<90％

>90％

>90％

>99％

低温下

>90％

>99％

>90％

>90％

<90％

<90％

寒冷環境下における注意点と対策寒冷環境下における注意点と対策
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